
Ⅰ．はじめに

　筆者等は，森林生態系の自然性を損なわずに樹林を移植する工

法，あるいは元の森林生態系により早く回復できる移植工法を求

めて３つの移植工法によって造成された樹林地で追跡調査を行っ

ている（�）。

　３つの工法とはEG　（Earth Green）工法（前報ではA工法と

呼んだ）とTPM（Trans Planting Machine）工法（同じくB工法

とした）とEU（Eco Unit）工法（同じくC工法とした）である

（�）。

　今回は各工法の造成樹林と既存林で行った植生調査の結果およ

び土壌動物評点の季節変化と１年を経過した経年変化について報

告する。

Ⅱ．調査地の概況と調査方法

　調査地は，大分市の中心部より南東約７ kmの松岡 ･横尾地区

の丘陵地にある大分スポーツ公園と，これに隣接する住宅造成地

である。スポーツ公園にはEG工法とTPM工法が，住宅造成地

ではEU工法が採用されている。EG工法とTPM工法は，９㎡×

高さ約１mの根鉢を掘るため高木の移植に，EU工法は，約２㎡

×０．４mの土壌を掬い取るタイプで低木と森林林床土の移植に適

している。

　調査地にある既存林２ヶ所，EG工法の造成樹林２ヶ所，TPM工

法の造成樹林１ヶ所，EU工法の造成樹林３ヶ所に１０×１０m（EU

工法の調査地ⅡとⅢでは，５×７m）の調査区を設けて調査を

行った。

　植生調査は高木層，亜高木層，低木層，草本層１，草本層２に

分けて調査を行い，階層ごとの被度，優占種などをまとめた。調

査は２００１年７月に行った。

　土壌動物調査は，調査地の複数箇所からリター層を除いた深さ

３ cm前後の表層土サンプルを２つ（各１．５㍑）集めて，ツルグ

レン装置による抽出と肉眼調査を行い，青木式の大型土壌動物に

よる自然の豊かさの評価を用いて各調査地の土壌動物評点を計算

した（�）。

Ⅲ．結果と考察

 （１）植生調査

　EG工法とTPM工法の造成樹林の低木層から高木層における

階層ごとの被度は既存林と比べて低い。基盤土壌にはクズ，セイ

タカアワダチソウなど，樹林への遷移過程としては望ましくない

種が多く見られる。

　EU工法による造成樹林は，高木層と亜高木層を欠くものの低

木層の被度が他工法の造成樹林より高い。移植によって林内が明

るくなったためタラノキ，ヒメコウゾ，カラスザンショウ，アカ

メガシワのような先駆性の夏緑樹が多く生えている（表－１）。

 （２）土壌動物の調査

　既存林および各工法の造成樹林における冬期の土壌動物相の動

向を調べてみた。EGⅡの根鉢土壌（前報では根元土壌と呼んだ）

における冬の評価点は，夏の調査結果と比べて半分以下に下がっ

ている。しかし，既存林を含む造成樹林の評価点のほとんどが下

がっていてしかもその差がばらついているため，夏と冬の調査結

果を結び付けて各造成樹林の経時変化を説明することは難しいと

考えられる（図－１）。

　２００１年夏の調査結果から既存林の評価点を見ると，既存林Ⅰは

前年より若干上がっていて，既存林Ⅱは若干下がっている。既存

林の土壌動物評点は前年といずれも大きな変化はないものと言え

る（図－２）。

　EU工法においてはいずれも前年と比べて評価点が若干下がっ

ており，その変化は造成から時間が経っているものほど小さい。

造成から２ヶ月しか経っていないEUⅠは，１年後の調査で評価

点が大きく下がることが予測されたが，それほど下がっていない。

EU工法の造成樹林は移植による土壌動物評点の低下が小さく，

時間が経つにつれ安定していくと言える。

　EG工法とTPM工法の根鉢土壌における土壌動物の評価点を

見ると，EGⅡとTPMは前年の半分程度に下がっているが，EG

Ⅰでは若干上がっている。前報では，施工後の経過時間の異なる
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専用重機を用いた 3つの移植工法（EG工法，TPM工法，EU工法）による造成樹林と既存林で植生調査と土壌動物調査を行った。調査

の結果， EU工法の造成樹林とEGⅠの根鉢土壌は樹林の被度が高く土壌動物評点も高かった。土壌動物相は林床植生と色々な面で関係し

ており，特に林床の階層構造と被度が大きく関係していることが分かった。今後，林床の階層構造や被度の違いが林内の日射量，地温な

どの物理環境に及ぼす影響を調べて土壌動物との関連性を明らかにしていく必要があると考えられた。
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地点で調査を行い，EG工法とTPM工法の根鉢土壌における土壌

動物の評価点は移植後のある期間は低下して再び回復していく傾

向が見られると報告した。しかし，今回の調査結果からみると，

EGⅠの根鉢土壌の評価点は上がっているがEGⅡとTPMの根鉢

土壌の評価点は大きく下がっているため、EG工法とTPM工法の

根鉢土壌における土壌動物の評価点は移植後時間が経つにつれ評

価点が回復していくものとはいえない。

　EG工法とTPM工法の根鉢土壌は森林土壌から移されたもの

で埋土種子からなる多様な林床植生と評価点の高い土壌動物相が

含まれているが，ごく限られた面積が林床植生の貧弱な基盤土壌

に囲まれている。このため根鉢土壌は日射による地温の上昇また

は土壌水分の変動による影響を受けやすくなり，土壌動物評点が

不安定になったものと考えられる。

　基盤土壌の土壌動物評点はEGⅠでは前年より少し低くなって

いるが，全般的にあまり変化していない。基盤土壌は貧弱である

林床植生が改善されないことと評価点の低いCグループの土壌動

物が多いため評価点の変動が少ないものと考えられる。

Ⅳ．終わりに

　EU工法の造成樹林は第１層である低木層の被度と草本層の被

度が高く，EGⅠの根鉢土壌はEGⅡとTPMより第１層である高

木層の被度が高く草本層の被度もクズなどに覆われて高かった。

また，EU工法の造成樹林とEGⅠの根鉢土壌における土壌動物の

評価点は高く変動も少なかった。これらの結果は，土壌動物相は

林床植生，特に階層構造や被度との関係が大きいことを示唆して

いる。今後，林床植生の階層構造や被度の違いが林内の日射量，

地温などの物理環境に及ぼす影響を調べて土壌動物との関連性を

明らかにしていきたい。
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図－２．各工法の土壌動物評点の経年変化
図－１．既存林および各造成樹林の夏と冬の土壌動物評価

表－１．既存林および各造成樹林の概況
EUⅢ＊EUⅡ＊EUⅠ＊TPMEGⅡEGⅠ既存林Ⅱ既存林Ⅰ調査地点
４０３０１４１６４１３１――施行後経過月

８～１１
１２
１００
コナラ

８～１２．５
１８．８
９００
ハゼノキ

８～１１．８
２９．８
８００
コナラ

１０～１５
６２．６
７００
コナラ

１０～１４
５９．３
６００

アラカシ

樹高（m）
被度（％）
密度（本／ ha）
優占種

高
木
層

２．５～６
１５．７
２５７１

ネズミモチ

３．５～６
１７．９
２８５７

ネズミモチ

３．５～６．５
１０．４
１１00

ネズミモチ

５～８
４．４
２００
ヤマモモ

５～８
７．１
６００
クロキ

５～８
２．７
５００
ハゼノキ

５．５～１０
４５．８
１４００
クロキ

６．５～１０
１０．６
７００

アラカシ

樹高（m）
被度（％）
密度（本／ ha）
優占種

亜
高
木
層

１．２～２．５
６８．３
２０２８６

ヤマザクラ

１．２～３．５
４２．２
１８５７１

ヒサカキ

１．２～３．５
４１．２
１４１００

ヒサカキ

１．２～５
９．９
６００

アラカシ

１．２～５
６．７
７００

ネジキ

１．２～５
１１．６
１９００

アカメガシワ

１．２～５．５
６３．４
３７００

ヒサカキ

S１／ S２＊＊
４５．３／３５．４
２６００／８２００
ネズミモチ
／ヒサカキ

樹高（m）
被度（％）
密度（本／ ha）

優占種

低
木
層

―
K１　K２
６２．２　７０．６

ススキ　ネザサ

―
K１　K２
　６２　９０．５

　　　　ネコ　
ススキ　　　
　　　ハギ

―
K１　K２
５３．５　８９．９
　タラ　　　　
　　　コシダ　
ノキ　　　

根鉢　　基盤
K１　K２　K１　K２
２５．３　６１．３　　　　＋　
アカメ　ヘクソ　　ヘクソ　
ガシワ　カズラ　　カズラ　

根鉢　　基盤
K１　K２　K１　K２
５９．７　９０　２．６　８７．２
　　　ウラ　セイタカア　　　
ススキ　　　　　　　　　フジ
　ジロ　ワダチソウ　

根鉢　　基盤
K１　K２　K１　K２
７２．１　９４．８　３３　８５．５

クズ　クズ　クズ　クズ

－
K２
２４．５

ヒサカキ

－
K１
１７．５

ヒサカキ

土壌区分＊＊＊＊

樹高（m）
被度（％）

優占種

草
本
層

＊　EU工法による造成樹林では群落高が低いため，便宜上低木層１を亜高木層の欄に，低木層２を低木層の欄に記入した。
＊＊　S１の樹高は３．５～６．５，S２の樹高は１．２～３．５　　　＊＊＊　草本層の樹高K１は０．６～１．５ｍ，K２は０～０．６m
＊＊＊＊　EG工法とTPM工法の造成樹林は，根鉢土壌と基盤土壌の草本層の植生が異なったため，土壌を区分して調査を行った。


